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令和６年第三回定例会が開催されました
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令
和
６
年
９
月
11
日
か
ら
10
月
10
日
の
30

日
間
の
会
期
で
第
３
回
定
例
区
議
会
が
開
催

さ
れ
、
予
算
案
４
件
、
条
例
案
５
件
、
契
約

案
８
件
、
報
告
案
６
件
、
請
願
９
件
、
議
員

提
出
議
案
１
件
、
計
33
件
に
つ
い
て
の
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
11
日
の
区
長
発
言
に
始
ま
り
そ
の
後

一
般
質
問
、
付
議
事
件
案
の
説
明
、
13
日
か

ら
４
常
任
委
員
会
で
の
議
案
審
査
、
24
日
の

中
間
本
会
議
で
補
正
予
算
案
４
件
に
つ
い
て

採
決
。
引
き
続
き
26
日
か
ら
３
特
別
委
員
会

を
開
催
、
９
月
30
日
か
ら
５
日
間
の
決
算
審

査
特
別
委
員
会
、
10
月
10
日
に
採
決
の
た
め

の
最
終
本
会
議
を
開
催
し
30
日
間
の
第
３
回

定
例
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会 

所
管
に
係
る
報
告

第
１
号
ほ
か
、
５
件 

に
つ
き
ま
し
て
、
当
委

員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と 

結
果
の
ご
報

告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、
９
月
12
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、

36
名
の
議
員
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
、
令
和
５

年
度
の
各
会
計 

歳
入
歳
出
決
算 

に
つ
い
て
審

査
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
当
委
員
会
で
は
、
同
日
、
款
項
別

の
審
査
を
行
う
た
め
、
４
つ
の
分
科
会
を
設

置
し
、

第
１
分
科
会
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
う
ち
、
議
会
費
、
総
務
費
、
産
業
経
済
費 

及
び 

職
員
費
を

第
２
分
科
会
は
、
福
祉
費 

及
び 

衛
生
費
を

第
３
分
科
会
は
、
環
境
費 

及
び 

都
市
整
備
費

を第
４
分
科
会
は
、
教
育
費 

及
び 

公
債
費
以
下

と
各
特
別
会
計 
歳
入
歳
出
決
算
を 

そ
れ
ぞ
れ 工藤 きくじ

委員長報告

お気軽にご意見を
お寄せください！
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高
騰
す
る
物
価
に
柔
軟
に
対
応
し
区
民
第
一
の
区
政
運
営
を

　
議
会
費
の
行
政
視
察
等
旅
費
は
昨
今
の
物
価

高
騰
に
鑑
み
、
宿
泊
料
の
見
直
し
を
望
む
。

　
総
務
費
で
は
リ
リ
オ
亀
有
の
ミ
ッ
カ
は
利
用

者
の
動
向
を
注
視
し
、
適
正
な
調
査
に
基
づ
き

今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
べ
き
。
区
の
協
働
推

進
は
、
担
当
課
の
役
割
を
よ
り
明
確
化
し
積
極

的
に
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

災
害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て
、
対

象
者
の
情
報
の
把
握
、
避
難
所
ま
で
の
安
全
な

移
動
の
確
保
、
受
援
体
制
な
ど
の
整
備
強
化
を

望
む
。
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
は
外
部
委
員
を
招
き

公
平
性
を
確
保
し
た
会
議
を
重
ね
、
計
画
的
に

進
め
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
産
業
経
済
費
で
は
区
内
企
業
の
人
手
不
足
の

課
題
解
決
な
ど
本
区
の
実
態
に
即
し
た
支
援
を

望
む
。
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
等
の
助
成
は
、
事
前

に
助
成
金
を
受
け
取
り
イ
ベ
ン
ト
に
備
え
ら
れ

る
体
制
を
望
む
。

　
福
祉
費
の
家
族
介
護
者
事
業
経
費
は
、
介
護

を
す
る
家
族
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ
う
に

広
く
周
知
を
望
む
。

　
障
害
者
就
労
支
援
事
業
経
費
は
自
分
に
合
っ

た
就
労
が
で
き
、
定
着
率
の
向
上
を
目
指
す
よ

う
望
む
。

　
介
護
保
険
円
滑
推
進
事
業
経
費
は
、
相
談
時

間
を
十
分
確
保
し
た
対
応
を
望
む
。
シ
ニ
ア
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
若
年
層
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
、
施
設
の
集
約
・
再
編
を
望
む
。

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合
格
支
援
講

座
受
講
費
助
成
は
、
無
料
塾
を
利
用
し
て
合
格

を
目
指
す
人
た
ち
に
対
す
る
助
成
内
容
の
拡
充

を
望
む
。

　
産
後
ケ
ア
事
業
経
費
は
、
事
業
者
へ
の
委
託

費
を
見
直
し
、
質
の
確
保
・
向
上
を
望
む
。

　
衛
生
費
の
受
動
喫
煙
対
策
推
進
事
業
経
費
は
、

喫
煙
者
が
マ
ナ
ー
を
順
守
し
非
喫
煙
者
と
理
解

し
あ
え
る
よ
う
に
普
及
啓
発
の
推
進
を
望
む
。

疫
学
調
査
等
支
援
シ
ス
テ
ム
運
用
経
費
は
、
学

校
な
ど
で
流
行
す
る
感
染
症
な
ど
に
基
準
を
定

め
、
有
効
な
シ
ス
テ
ム
活
用
を
求
め
る
。

　
環
境
費
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
経
費
は
、

今
後
、
集
団
回
収
団
体
数
の
減
少
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
業
者
、
区
、
団
体
が
一
体
と
な
っ
た

担
い
手
の
育
成
を
求
め
る
。

　
資
源
持
ち
去
り
防
止
対
策
回
収
委
託
費
は
、

集
積
所
回
収
よ
り
も
前
に
資
源
が
抜
か
れ
る
こ

と
が
問
題
で
あ
り
、
区
の
条
例
に
適
用
さ
せ
る

方
法
や
他
の
自
治
体
と
課
題
や
情
報
を
共
有
し

て
共
に
解
決
す
る
方
法
を
検
討
す
べ
き
。

　
都
市
整
備
費
の
バ
ス
交
通
充
実
事
業
経
費

は
、
新
規
バ
ス
事
業
の
先
行
と
併
せ
て
Ｊ
Ｒ
貨

物
と
も
協
議
を
重
ね
て
、
こ
れ
ま
で
の
新
金
線

の
旅
客
化
と
複
線
用
地
を
活
用
し
た
新
た
な
南

北
交
通
の
検
討
を
要
望
。空
家
等
対
策
経
費
は
、

担
当
職
員
に
加
え
活
動
支
援
団
体
の
協
力
も
い

た
だ
き
、
空
き
家
の
苦
情
、
相
談
に
対
応
で
き

る
体
制
を
求
め
る
。

　
教
育
費
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
増
員
を
求
む
。
小
学
校
、
中

学
校
費
で
は
、
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て
工
事
方

法
を
工
夫
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。
校
外
施
設
費
で
は
日
光
林
間
学
園
の

雨
天
プ
ロ
グ
ラ
ム
用
の
施
設
改
修
、
並
び
に
区

民
の
利
用
者
拡
大
に
向
け
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

望
む
。　

　
社
会
教
育
費
で
は
、
か
つ
し
か
プ
ラ
ス
や
夏

季
一
時
学
童
の
拡
大
、
小
１
の
壁
問
題
の
解
決

に
向
け
た
小
学
校
児
童
の
登
校
時
刻
前
の
受
け

入
れ
が
速
や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
要
望
す

る
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
指
導
員
へ
の
報
酬
や

子
ど
も
会
育
成
会
連
合
会
へ
の
補
助
金
を
現
状

に
合
わ
せ
て
増
額
し
て
ほ
し
い
。

　
社
会
体
育
費
で
は
、
バ
ル
サ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
安
価

な
優
先
利
用
実
態
を
是
正
す
べ
く
協
定
の
見
直

し
を
早
急
に
求
め
る
。
用
地
特
別
会
計
で
は
ス

タ
ジ
ア
ム
構
想
が
目
標
を
も
っ
て
進
む
よ
う
計

画
を
立
て
て
早
め
に
展
開
す
る
こ
と
を
望
む
。

各
特
別
会
計
は
了
と
す
る
。

北海道視察レポート
　９月４～６日の３日間、北海道紋別・釧路・帯広３市を訪れ、就労継
続支援Ａ型事業所や子ども向け教育施設、地域交流拠点での取り組みや
施設運営について調査を行いました。障がい者の就労支援を含む農福連
携、子どもたちの好奇心を育む教育施設、地域住民の交流の場として機
能する多目的施設の運営について理解を深め、葛飾区の持続可能な発展
と住民生活向上に寄与する多くの知見を得ることができました。

　紋別市の「ベジタブルファクトリー」は、市が建設したビニールハウ
スを就労継続支援Ａ型事業者に貸し出す形で運営。障がいのある方の就
労の場として小松菜やリーフレタスなどの水耕栽培を行い、収穫された
野菜は市内スーパーで販売され好評を博しているとのことです。障がい
を持つ方が自身の能力を発揮できる職場環境づくりにも力を入れてお
り、地域の雇用促進に貢献しています。就労支援と地域農業を結びつけ
た取り組みに感銘を受けました。

　釧路市の「こども遊学館」は、宇宙や自然科学に関する体験型展示など、
子どもたちが科学を身近に感じられる「科学館」と「児童館」の機能を
併せ持つ複合施設です。実験や観察を通じて自主的に学ぶことができ、
親子で参加できるプログラムも充実。地域全体で子どもたちの学びを支
える姿勢が印象的で、教育の多様性と地域社会との連携の重要性を改め
て感じました。

　1日目は紋別市の「ベジタブルファクトリー」を訪れました。

2日目は釧路市の「こども遊学館」を訪れました。

3日目は帯広市の「とかちプラザ」を訪れました。

　帯広市の「とかちプラザ」は、学習や市民活動の拠点となる「生
涯学習センター」に、消費生活アドバイスセンター、情報コーナー、
トレーニングルームなどを併設。地上６階の吹き抜け構造と３面ガ
ラス張りの開放的な造りで、１階アトリウム広場は、展示会やイベ
ント会場としても活用されています。稼働率も高く、住民に幅広く
利用されています。住民交流と経済振興を図る多目的施設の重要性
を再認識しました。

　今回の視察を通じて、障がいを持つ方々が働きやすい環境を整備
し、持続可能な雇用の場を提供することが重要だと考えました。ま
た、子どもたちの探究心を育てることで将来的な地域活性化につな
がると確信。本区でも、科学教育を中心とした施設やプログラムの導
入で、子どもたちの未来を支える教育環境が整備されると考えます。
　葛飾区でも同様の取り組みを進め、地域活性化と持続可能な社会
の実現に向けた取り組みを強化していきたいと考えます。

審
査
事
項
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
第
１
分
科
会
は
、
９
月

30
日
に
、第
２
分
科
会
は
、10
月
１
日
に
、

第
３
分
科
会
は
、
10
月
２
日
に
、
第
４

分
科
会
は
、
10
月
３
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
、
所
管
事
項
の
審
査
を
行
っ
た

結
果
、
各
分
科
会
長
か
ら
審
査
が
終
了

し
た
旨
の
報
告
書
が
委
員
長
あ
て
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
は
そ
れ
を
受
け
て
、
10
月

７
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
各
分
科
会

長
か
ら
審
査
の
経
過
の
報
告
を
受
け
た

後
、
各
会
派
か
ら
示
さ
れ
た
審
査
事
項

に
つ
い
て
の
意
見
を
踏
ま
え
、
各
会
計 

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

　
以
下
、
採
決
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

報
告
第
１
号
、
令
和
５
年
度
葛
飾
区 

一

般
会
計 

歳
入
歳
出
決
算

報
告
第
２
号
、
令
和
５
年
度
葛
飾
区 

国

民
健
康
保
険
事
業 

特
別
会
計 

歳
入
歳
出

決
算

報
告
第
５
号
、
令
和
５
年
度
葛
飾
区 

用

地
特
別
会
計 

歳
入
歳
出
決
算

報
告
第
６
号
、
令
和
５
年
度
葛
飾
区 

駐

車
場
事
業 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
、
賛
成
多
数
で

報
告
の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
報
告
第
３
号
、
令
和
５
年
度

葛
飾
区 

後
期
高
齢
者
医
療
事
業　
特
別

会
計 

歳
入
歳
出
決
算

報
告
第
４
号
、
令
和
５
年
度
葛
飾
区 

介

護
保
険
事
業 

特
別
会
計　
歳
入
歳
出
決

算
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
報
告
の

と
お
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま

し
た
報
告
第
１
号
ほ
か
５
件
の 

審
査
結

果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ベジタブルファクトリー訪問 こども遊学館 訪問 とかちプラザ 訪問
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◆
総
合
庁
舎
の
整
備
と
立
石
駅
周
辺

　
地
区
の
公
共
施
設
の
集
約
・
再
編

立
石
地
区
に
お
け
る
公
共
施
設
の

集
約
・
再
編
と
今
後
の
展
開

　
金
額
の
大
幅
な
変
更
な
ど
、
庁
舎
の
位
置
条

例
議
決
後
に
大
幅
な
状
況
の
変
化
が
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
個
別
の
委
員
会
で
は
な
く
、
改
め
て

全
員
協
議
会
を
開
い
て
、
全
議
員
に
対
し
て
説

明
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

問

◆
青
木
区
政
に
お
け
る
教
育
施
策
に

　
つ
い
て
の
成
果
と
主
役
で
あ
る

　
子
供
た
ち
の
た
め
の
教
育
環
境

　
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
が
進
め
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
施
策
の
推
進
に
お
け
る
現
在
の
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
機
能
に
つ
い
て
、
そ
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。
ま
た
、
現

状
の
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
施
設
面
の
課
題
と

今
後
の
改
築
、
移
転
等
に
関
し
て
見
解
を
伺
う
。

問

◆
立
石
地
区
の
街
づ
く
り
組
織
の
展
開

　
立
石
駅
周
辺
で
進
め
ら
れ
て
い
る
街
づ
く
り

に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
に
興
味
・
関
心
を
持
っ

問◆
学
校
施
設
を
地
域
資
源
と
し
て

　
有
効
活
用
す
る
こ
と

　
学
校
の
聖
域
化
し
た
旧
態
依
然
た
る
縦
割
り

の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
廃
止
し
、
学
校
施
設
を
地

域
資
源
と
し
て
、
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

問

◆
今
後
の
不
登
校
対
策

　
東
京
都
教
育
委
員
会
が
展
開
す
る
「
バ
ー
チ
ャ

ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
不
登
校
対

策
の
事
例
も
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
学
習
支
援
に
つ
い

て
積
極
的
に
検
討
し
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

学
力
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
、
将
来
的
な
復

学
を
目
指
す
上
で
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺
う
。

問

◆
文
化
財
関
係
等
の
保
管
場
所

　
旧
小
谷
野
小
学
校
を
含
め
、
区
内
各
所
に
文

化
財
関
係
の
ほ
か
、
各
課
が
所
管
す
る
書
類
や

物
品
類
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

区
と
し
て
全
庁
的
な
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
、
保
管
場
所
の
老
朽
化
は
着

実
に
進
行
し
て
い
く
た
め
、
新
庁
舎
移
転
を
控

え
、
書
類
や
備
品
な
ど
、
別
施
設
な
ど
で
保
管

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
公
共
施
設
の
「
あ

り
方
」
の
一
環
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
保
管
場
所

に
つ
い
て
全
庁
的
な
確
保
策
を
検
討
す
べ
き
と

思
う
が
見
解
を
伺
う
。

問

答　
学
校
施
設
は
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る
ほ

か
、
日
常
的
に
は
、
学
校
施
設
開
放
事
業
に
お
い

て
、
校
庭
や
体
育
館
を
中
心
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
や
地
域
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
場
と
し

て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
青
少
年
団
体
、
自
治
町
会
な
ど
多

く
の
区
民
や
団
体
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
、
地
域
資
源
と
し
て
よ
り
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
切
り
分
け
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
条
件
整
備
も
必
要
と
な
る
。

学
校
教
育
上
の
制
約
と
の
整
合
性
も
考
慮
し
つ

つ
、
学
校
施
設
開
放
事
業
の
充
実
に
向
け
、
検
討

し
て
い
く
。

　
再
開
発
組
合
か
ら
新
た
な
資
金
計
画
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
資
金
計
画
案
を
審
議
す
る
た

め
に
全
議
員
が
参
加
す
る
全
議
員
協
議
会
が
令
和

６
年
10
月
８
日
に
本
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
立
石
駅
前
に
移
転
す
る
区
役
所
の
位
置
条
例

が
可
決
し
た
令
和
４
年
12
月
と
令
和
６
年
４
月
時

点
で
の
事
業
費
の
比
較
に
な
り
ま
す
。

　
建
築
工
事
費
の
高
騰
等
（
建
築
工
事
費
の
上
昇

の
主
た
る
要
因
は
、
物
価
上
昇
、
建
設
資
材
の
高

騰
や
人
件
費
の
上
昇
な
ど
、
特
に
設
備
工
事
費
の

上
昇
が
著
し
い
）
に
よ
る
増
額
分
の
う
ち
庁
舎
棟

の
増
額
は
１
３
０
．
０
５
億
円
、
補
助
金
等
の
増

額
分
を
差
し
引
く
と
、
今
年
の
４
月
時
点
で
の
仕

様
追
加
分
（
フ
ロ
ア
間
仕
切
り
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設

置
な
ど
）
も
含
め
て
約
45
億
円
が
増
額
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
こ
の
金
額
は
あ
く
ま
で
も
今
年
の
４

月
時
点
の
金
額
で
す
。
庁
舎
の
完
了
す
る
令
和
12

年
３
月
ま
で
物
価
が
上
昇
す
る
と
し
て
試
算
す
る

と
（
建
設
物
価
指
数
上
昇
率
を
年
5.5
％
と
す
る
）

区
床
取
得
負
担
金
額
は
３
８
０
．
１
３
億
円
と
な

り
ま
す
。
当
初
、
区
が
目
標
と
し
て
い
た
基
金
の

積
立
額
が
２
６
０
億
円
だ
っ
た
の
で
、
今
回
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
完
成
ま
で
に
新
た
に

１
２
０
億
円
を
積
み
増
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
残
り
５
年
間
で
１
２
０

億
を
積
み
立
て
る
に
は
毎
年
25
億
円
を
基
金
に
積

み
増
し
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
金
額
も
あ
く
ま
で
１
つ
の
試
算
方
法
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
物
価
上
昇
に
よ
り
変
動

し
て
い
く
金
額
で
す
。
基
金
の
積
み
増
し
に
よ
り

区
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
な
予
算
編
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と

注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答

　
立
石
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、現
在
、

地
権
者
が
主
体
の
再
開
発
組
合
な
ど
に
よ
り
市
街

地
再
開
発
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
再
開
発
事
業
な
ど
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
街
づ
く
り
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
や
進
捗
状

況
な
ど
を
図
示
し
て
周
知
を
図
る
こ
と
は
、
事
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
街
づ
く
り
へ
の
参
画
者

の
増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後

は
、
さ
ら
に
再
開
発
事
業
の
内
容
や
そ
の
進
捗
状

況
が
分
か
る
よ
う
に
、
図
を
大
き
く
分
か
り
易
く

掲
示
す
る
な
ど
、
近
隣
の
皆
様
に
事
業
へ
の
ご
理

解
、
ご
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
再

開
発
組
合
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
連

続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
も
、
再
開
発
事
業
と

同
様
に
事
業
内
容
を
表
示
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
う
よ
う
、
京
成
電
鉄
に
働
き
か
け
て
い
く
。

答　
東
京
都
教
育
委
員
会
が
展
開
し
て
い
る
「
バ
ー

チ
ャ
ル・ラ
ー
ニ
ン
グ・プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」は
、

参
加
自
治
体
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る

答

　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
は
教
育
に
関
す
る
支
援
が

必
要
な
児
童
・
生
徒
や
そ
の
保
護
者
に
つ
い
て
必

要
な
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
組
織
で
あ

り
、
現
在
、
主
な
機
能
と
し
て
、
特
別
支
援
教
育
、

不
登
校
対
策
、
日
本
語
指
導
を
担
っ
て
い
る
。
特

別
支
援
教
育
に
お
い
て
は
、
教
職
員
の
専
門
性
の

答

　
旧
学
校
な
ど
本
来
の
使
用
目
的
が
終
了
し
た
施

設
の
一
部
は
暫
定
的
に
文
書
や
物
品
の
保
管
で
利

用
さ
れ
て
い
る
。
文
書
に
つ
い
て
は
、
ど
の
所
管

課
が
ど
の
施
設
を
保
管
場
所
と
し
て
利
用
し
て
い

る
か
、
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
等
の
具
体
的
な
内

容
や
量
、
保
存
年
限
等
に
つ
い
て
、
総
務
部
と
施

設
部
で
一
括
し
て
把
握
し
て
い
る
。
し
か
し
、
物

品
に
つ
い
て
は
一
括
し
て
把
握
し
て
お
ら
ず
、
利

用
し
て
い
る
各
課
が
管
理
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
施
設
の
老
朽
化
や
今
後
の
旧
学
校
な
ど
の
活

用
も
見
据
え
る
と
、
保
管
場
所
、
保
管
す
る
文
書・

答

※

他
の
質
問
項
目
　「
総
合
庁
舎
整
備
基
金
」
の

　
見
直
し
　
な
ど

※

他
の
質
問
項
目
　
特
別
教
室
等
の
学
校
施
設
の

　
開
放
　
な
ど

　
他
の
質
問
件
名
　
西
小
菅
小
学
校
に
整
備
し
た

　
プ
ー
ル

※

他
の
質
問
項
目
　
埋
蔵
文
化
財
等
の
保
管
場
所

　
な
ど

※

他
の
質
問
項
目
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
に

　
向
け
て
の
支
援
　
な
ど

※

他
の
質
問
項
目
　
教
育
施
策
に
お
け
る
総
合
教
育

　
セ
ン
タ
ー
の
役
割
　
な
ど

※

他
の
質
問
項
目
　
不
登
校
対
策
に
お
け
る
学
校
以

　
外
の
機
関
と
の
連
携
強
化
　
な
ど

　
他
の
質
問
件
名
　
活
動
の
現
状
か
ら
考
え
る
今
後

　
の
自
治
町
会
の
在
り
方
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
成
果

　
を
踏
ま
え
た
教
育
環
境
の
整
備
と
さ
ら
な
る
学
校

　
施
設
の
有
効
活
用
を

梅沢とよかず

一般質問

池田ひさよし

一般質問
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て
い
た
だ
き
、
街
づ
く
り
へ
の
参
画
者
を
増
や
し

て
い
く
た
め
に
も
、
多
く
の
利
用
者
が
い
る
京
成

立
石
駅
に
向
か
う
道
沿
い
に
施
さ
れ
て
い
る
白
い

バ
リ
ケ
ー
ド
な
ど
を
活
用
し
て
、
今
後
の
街
づ
く

り
の
展
開
を
大
き
く
分
か
り
易
く
図
示
し
て
い
く

こ
と
が
効
果
的
だ
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺

う
。
ま
た
、
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
も
京

成
電
鉄
に
働
き
か
け
、
同
様
に
周
知
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。

こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
の
増
加
、

学
び
の
機
会
の
確
保
、
ど
こ
と
も
つ
な
が
っ
て
い

な
い
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
が
可
能
に
な
る
こ
と

か
ら
、
不
登
校
支
援
の
幅
が
広
が
り
、
成
果
が
あ
っ

た
と
の
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
今

ま
で
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
不
登
校
児

童
・
生
徒
に
対
し
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
区
で
も
令
和
７
年
度
か
ら
利

用
で
き
る
よ
う
、
現
在
準
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
、
積
極
的
に
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
一
人
一
人

の
児
童
・
生
徒
の
状
況
を
踏
ま
え
た
学
習
支
援
を

行
え
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

大森委員、秋家委員長、峯岸委員
総務委員会

齊藤副委員長､筒井委員､高木委員
保健福祉委員会

安西副委員長､伊藤委員､秋本委員
建設環境委員会

　令和 6 年度各会計補正予算、個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例、地域コミュニティ施設条例の一部改正、工事請負契約締
結などの議案や請願の審査のほか、トレーラーハウス型喫煙所の整備、
人材確保・定着支援事業費助成、こち亀記念館プレイベント、区民と事
業者の健康活動促進、スタジアム構想、柴又地域観光拠点施設の設置概
要など、所管の庶務報告を受けました。
　わが会派は、補正予算や議案について、妥当であると認め賛同しました。
　また、総合庁舎整備に係る保留床の取得にあっては、丁寧な説明を続け、
多くの区民にご理解いただけるよう対応することを強く要望しました。

　国民健康保険条例の一部を改正する条例の議案審査のほか、補正予算、
（仮称）認知症施策推進計画策定及び認知症への理解促進に向けた条例の
制定、公衆喫煙所整備費等助成、（仮称）子ども未来プラザ白鳥の整備、
送迎保育ステーションモデル事業の実施、くつろぎ入浴業における江戸
川区公衆浴場の利用、（仮称）子ども・若者総合計画（骨子案）、など、
所管事項の庶務報告を受けました。
　わが会派は、区長提出の議案に賛同した上で、送迎保育ステーション
モデル事業については、費用対効果を見極め、効果的・効率的な執行を
見込んだ運営を求めました。

　区立児童遊園条例の一部改正する条例の議案審査のほか、補正予算、自
転車用ヘルメット購入費助成、建築物再生可能エネルギー利用促進計画の
策定、「（仮称全国みどりと花のフェアかつしか）基本計画（案）、（仮称）
移動等円滑化促進方針の策定状況、中川かわまちづくり、（仮称）水と緑
の基本計画・実施プランの策定、西新小岩五丁目地区の街づくり、堀切地
区の街づくり、空家等対策計画の改定素案、新宿交通公園のリニューアル
などの、所管事項の庶務報告を受けました。
　わが会派は、新宿交通公園のリニューアルにあたって、駐車場の整備と、
区外へもアピールし、多くの来場者を呼び込めるよう要望しました。

　区立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条
例の一部を改正する条例の議案や請願の審査のほか、補正予算、フリースクー
ル等利用者への助成制度の創設、よつぎ小学校・四ツ木中学校改築に伴う用
地取得、柴又地域における学校改築の方向性、義務教育に係る費用の一部無
償化、「いじめ対応サポーター」の配置、屋内温水プール施設の整備の進捗
状況、中学校部活動地域移行モデル事業の実施などの、所管事項の庶務報告
を受けました。
　屋内温水プール施設の整備にあたっては、学校外の温水プールへの移行計
画をなるべく早く示すよう要望しました。

区政に関わる案件をより能率的、専門的に審査する為に、各
議案は事務部門別に設置された４つの常任委員会に付託し、
議論しました。常任委員会 ダイジェスト

工藤委員、池田委員長、梅沢委員
文教委員会

向
上
や
発
達
上
の
課
題
が
あ
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
へ
の
支
援
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
不
登
校
対

策
に
お
い
て
は
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
右
肩
上

が
り
に
増
え
て
お
り
、
特
に
中
学
校
の
不
登
校
出

現
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
校
内
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
に
お
け
る
支
援
の
充
実
や
ふ
れ
あ
い
ス

ク
ー
ル
明
石
の
機
能
強
化
が
課
題
と
考
え
て
い

る
。
日
本
語
指
導
に
お
い
て
は
、
転
入
す
る
外
国

人
の
増
加
に
伴
い
、
日
本
語
初
期
指
導
の
必
要
な

児
童
・
生
徒
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
が
旧
明
石
小
学
校
を
改
修
し
た
施
設
で
あ

る
た
め
、
建
物
の
構
造
上
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
が
困
難
で
あ
り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
車
椅
子
利
用
者
に
は
、
可
搬
型
階
段

昇
降
機
で
対
応
し
て
い
る
。
一
方
、
根
本
的
な
解

決
策
と
し
て
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
改
築
や
移

転
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
当
面
、
現
状
の
施
設
に

お
い
て
運
営
す
る
こ
と
に
大
き
な
支
障
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

物
品
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
一
括
し
て
在
り
方
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

施
設
部
に
お
い
て
関
係
所
管
課
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
う
と
と
も
に
現
地
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

は
、
こ
の
結
果
を
と
り
ま
と
め
、
文
書
や
物
品
の

保
管
の
あ
り
方
を
全
庁
で
検
討
し
て
い
く
。　

　
総
合
庁
舎
の
移
転
に
つ
い
て
は
「
葛
飾
区
役
所

の
位
置
を
定
め
る
条
例
」
を
提
出
す
る
際
、
全
員

協
議
会
を
開
催
い
た
だ
き
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
再
開
発
組
合
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
資
金
計
画
案
で
は
、
再
開
発
事
業

全
体
の
支
出
で
約
250
億
円
の
増
額
が
、
東
棟
の
工

事
費
は
約
130
億
円
の
増
額
が
示
さ
れ
て
い
る
。
支

出
の
増
額
に
伴
い
補
助
金
に
よ
る
収
入
も
約
120
億

円
の
増
額
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
区
の
床
取
得
の

負
担
や
仕
様
追
加
分
も
合
わ
せ
て
、
約
45
億
円
の

増
額
が
示
さ
れ
て
お
り
、
物
価
上
昇
が
続
く
中
、

今
後
も
さ
ら
に
費
用
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
時
点
か
ら

大
き
く
状
況
が
変
化
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
全

員
協
議
会
な
ど
、全
議
員
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、

意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

新
庁
舎
整
備
の
資
金
計
画
に
関
す
る

全
議
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

項目 金額
( ４年１２月 )

金額
( ６年４月 )

増減
マイナスは▲

調査設計費 46.72 億円 42.48 億円 ▲ 4.24 億円

土地整備費 20.03 億円 49.43 億円 29.40 億円

補 償 費 116.76 億円 113.34 億円 ▲ 3.42 億円

工 事 費 696.05 億円 924.64 億円 228.59 億円

そ の 他 53.14 億円 56.05 億円 2.91 億円

合 計 932.70 億円 1185.94 億円 253.24 億円

項目 金額
( ４年１２月 )

金額
( ６年４月 )

増減
マイナスは▲

補 助 金 255.93 億円 376.64 億円 120.71 億円

公共負担金 113.83 億円 152.39 億円 38.56 億円

保 留 床 562.94 億円 627.40 億円 64.46 億円

その他収入 0億円 29.51 億円 29.51 億円

合 計 932.70 億円 1185.94 億円 253.24 億円

▲ 新庁舎整備の資金計画表

支
出
金

収
入
金


